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有意義な夏休みを！ 
校長 浜田 真二 

 

 ７月１日に道徳授業地区公開講座を実施しました。１年生は国際理解・国際貢献、２年

生は家族愛・家庭生活の充実、３年生は生命の尊さ、明星学級はよりよい学校生活・集団

生活の充実をテーマとして道徳の授業を行いました。その後、体育館で本校の道徳教育の

推進について説明したり、保護者の方から本日の道徳授業について意見を頂いたりするな

どしました。今後とも保護者、地域と連携を図った道徳教育が進められるよう努めてまい

ります。 

 

 

 

 

 

 

明日からいよいよ夏休みです。夏休みには勉強や部活動などに積極的に挑戦し、基礎と

なる力をしっかりと磨いてもらいたいと願っています。学習を通じて身に付けられる基礎

学力はもちろん、様々な経験を通じて得られる体力や根気強さ、そして協調性など、これ

からの人生の土台となる基礎を積み上げてください。 

 この間、勉強の仕方や進路への迷いがあった人もいたと思いますが、長期休暇は、自身

の基礎力を高められるチャンスです。目当てとすべきことは、自分を甘やかさず、時間を

管理することです。夏休みは自由な時間が増える中、自己管理と計画性、そして実行性を

確立させられるかどうかが問われています。実社会において、与えられた自分の仕事に、

最後まで責任をもってやり遂げられるかということにも似ています。 

 何かを成し遂げるには、明確な目標をもつことが大切だということを、皆さんは十分理

解しているものと思っていますが、あえて言うと、遠い未来に、できるだけ高い目標をも

っておくことが大切だと思います。そして、その目標に向かうためにより短い期間の目標

として、短期的目標を立てることも必要です。この時期、皆さんにと

って短期的目標になるのは、この夏休みの過ごし方の中にあると思い

ます。有意義な夏休みにしてください。  
 

令和５年７月２０日 

上原中だより 
   NET UEHARA( URL:  https://shibuya.schoolweb.ne,jp/ueharaj  ) 

  教育目標  自主・自律  共生  未来の創造 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

8/29 火 夏季休業日終

30 水 学校公開始　 職員会議 A 0 学 0 0 0 0 職 学 0 0 0 0 職 学 0 0 0 0 職

31 木  A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

9/1 金 安全指導 A 0 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総

2 土 土曜授業　 学校説明会・部活動体験 A × 0 0 部 0 0 部 0 0 部

3 日 　

4 月 全校朝礼 A 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

5 火 連合事前検診（明星） A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 水 前期期末テスト A × 社 体 音  社 体 音  社 体 音  

7 木 前期期末テスト 特 × 理 国 技家 理 国 技家 理 国 技家

8 金 前期期末テスト 特 0 数 英 美 学 数 英 美 学 数 英 美 学

9 土 　

10 日

11 月 生徒朝礼 A 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

12 火 連合移動教室（明星） A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 水 生徒会専門委員会 （前期最後） A 0 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専

14 木 　 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

15 金 生徒会役員選挙 A 0 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総

16 土 　   

17 日

18 月 敬老の日

19 火 後期委員決め A 0 0 0 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0

20 水 職員会議 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 木 　 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

22 金 生徒会専門委員会（後期）　 学校運営協議会 A 0 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専 0 0 0 0 0 専

23 土 秋分の日

24 日 　

25 月 　 A 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

26 火 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 水 議案書討議　 職員研修会議 A 0 0 0 0 学 研 0 0 0 学 研 0 0 0 学 研

28 木 避難訓練　前日指導 A 0 0 0 0 0 道 学 0 0 0 0 道 学 0 0 0 0 道 学

29 金 渋谷区立中学校 陸上競技大会 特 × 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行 行

30 土 　

日 曜 学校行事　等
時
程

給
食

１　　年 ２　　年 ３　　年

訃報 
本校の森本幸子主任教諭につきまして、かねてより病気療養中でありましたが、令和５年

７月１７日（月）５９歳にて永眠いたしました。 

なお、告別式等は故人の遺志により近親者のみで執り行われますので、ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。本校では、７月１８日（火）授業終了後に全校集会を設け、一斉に

黙祷を捧げました。 

ここに、生前のご厚情に深く感謝いたしますとともに、謹んでお知らせ申し上げます。 



 

 

 
 
 

 ６月２４日（土）に令和５年度体育祭を実施しました。保護者の皆様、地域の皆様ご参観いただき

ありがとうございました。また、アンケートのご協力重ねてお礼申し上げます。頂いたご意見につき

ましては、来年度の体育祭の参考にさせていただきます。 

今年度は、上記のスローガンのように全校生徒の絆を深めるために『全校ダンス』をプログラム

に入れました。このダンスは、３年生の有志生徒を中心に、２年生の頃から準備してきました。振り

付けやダンスの曲選定まで全て自分たちで考え、タブレットを使用して全校生徒に振り付けを共

有しました。 

 当日は、日差しが強く、気温が高い中でしたが、天候を味方にして自分たちで築き上げた最高

の体育祭になりました。ここで得た経験をこれからの学校生活に活かしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１日（土）、渋谷区役所にて行われた「社会環境を明るくしよう渋谷区民のつどい」

に、上原中学校の代表として生徒会長 桐原朋世さんが出席し、意見発表を行いました。 

渋谷区区長や渋谷区議会議長、原宿警察署所長など、多くの来賓の方々から注目され緊張

感のある雰囲気の中でも、桐原さんは、自分の意見を立派に発表していました。 

 

 

 

 

 

人と人とがつながる上で大切なこと 
      桐原 朋世  

 私は社会を明るくするためには一人一人の想像力が大切だと思います。その想像力とは、言動が人をど

のような気持ちにさせるのかしっかりと考え想像する力のことです。人と直接かかわる上でもちろん想像

力は大切ですが、色々な情報が日々飛び交う情報化社会を生きていく上で、私たちに必要な想像力とは何

でしょう。  

現在私たちは毎日のように SNSを利用しています。SNSはインターネットを通じて人と人とのつながり

を作ることができたり、誰でも簡単に情報を発信・取得できたりする便利なツールです。代表的なもの

は、ツイッター・フェイスブック・ティックトックなどです。私も、そんな便利なツールを利用する数多

くの人の一人です。  

 私は以前、高校生が回転寿司店で迷惑行為をする動画を SNS上に投稿していたのを知りました。迷惑動

画を投稿した人はその場は楽しかったのかもしれませんが、社会から批判され、企業から賠償請求をされ

非常に苦しい思いをしたはずです。投稿者が苦しい思いをしただけでなく、その動画を目にした人も飲食

店での迷惑行為に不快な気持ちになったと思います。一方で、迷惑動画を見た人の中には、その情報を面

白おかしく誇張し、連鎖的に発信してしまう人がいました。また投稿者のプライベートな情報を憶測で、

事実と異なるかもしれないのに発信したりする人もいました。企業は顧客減少、イメージダウンなど実害

を受けました。結果的に、迷惑動画をあげた人も、迷惑行為を受けた企業も、情報を見た人も、みんなが

嫌な思いをしてしまいます。自分が扱う情報が人をどのような気持ちにさせるのか一人一人が想像するこ

とが必要です。  

「動画をあげただけなのに」  

「これくらいなら大丈夫だろう」  

と、軽い気持ちで情報を発信することは、それがたとえ自分にとっては小さなことだったとしても、ほか

の人の人生、自分の将来を変えてしまうかもしれません。情報を発信する人だけでなく、情報を受け取る

側にも想像力が必要だと思います。  

SNSには匿名で自由にコメントができる機能がついています。素敵なコメントをする人もいますが、匿

名であるがゆえに相手の人格や外見、性格などについて、対面では言わないようなきつい口調や傷つく言

葉をのせる人がいます。このような誹謗中傷によって、言われた人は深く傷つき、自殺にまで追い込まれ

る人もいます。また本人が傷つくだけではなく、そのコメントを見た人が自分に言われたように感じた

り、違う意見の人同士が言い争いをしたりして、みんなが嫌な思いをしてしまいます。自分の発信する言

葉が人をどのような気持ちにさせるのか想像することがこれからの情報化社会を生きていく私たちに必要

なことだと思います。便利なインターネットを正しい使い方で誰も傷つかず快適に利用できるように使い

こなすスキルが必要でしょう。  

自分が扱う情報、言動が人をどのような気持ちにさせるのかしっかりと考え、想像することがこれから

の社会を明るくすることにつながります。そのような、人を思いやる心、想像することを SNSだけではな

く、人と実際に関わる上でも大切にしていきたいです。一人一人が相手の気持ちを考えることを心掛ける

ことで社会は明るくなると思います。  

第 4１回「社会環境を明るくしよう渋谷区民のつどい」 
 一致団結 ～輝け みんなの思い～ 


